


　

９
月
15
日
、
37
項
目
に
及
ぶ

支
部
独
自
要
求
書
を
花
巻
総
務

セ
ン
タ
ー
石
木
田
所
長
に
提
出

し
改
善
を
求
め
交
渉
を
行
っ
た
。

　

交
渉
で
は
、
花
巻
地
区
合
同

庁
舎
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
く
、

　

県
職
労
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
日
頃
よ
り
ご
指
導
と

ご
支
援
を
頂
い
て
い
る
こ
と
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
８
月
３
日
の
新

潟
か
ら
東
北
北
部
を
襲
っ
た
集

中
豪
雨
は
、
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

　

私
は
８
月
５
日
、
被
害
が
甚

大
だ
っ
た
新
潟
県
村
上
市
の
床

上
浸
水
し
た
家
屋
の
復
旧
作
業

を
お
手
伝
い
し
て
来
ま
し
た
。

　

そ
の
家
屋
は
、
床
上
50
㎝
ま

で
浸
水
し
、
１
階
の
畳
、
布

団
、
家
具
な
ど
が
汚
水
に
浸
か

り
ま
し
た
。

　

汚
水
に
浸
か
っ
た
畳
は
、
男

性
２
人
が
か
り
で
屋
内
に
搬
出

し
ま
し
た
が
、
真
夏
の
作
業

は
、
大
変
な
重
労
働
で
し
た
。

　

家
屋
か
ら
の
泥
出
し
や
一
時

に
大
量
に
出
る
廃
棄
物
へ
の
対

応
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
浮
き

彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

線
状
降
水
帯
に
よ
る
被
害

は
、
今
や
ど
こ
で
も
起
こ
り
え

ま
す
。
先
の
９
月
議
会
で
は
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
や

被
災
家
屋
の
衛
生
対
策
な
ど
に

つ
い
て
当
局
を
質
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
自
治
体
の

防
災
力
強
化
に
つ
い
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

自
治
体
の
防
災
力
の
強
化
を

野
中
や
す
し

　
　
　 

議
会
報
告

障
が
い
の
あ
る
仲
間
や
怪
我
を

し
て
い
る
仲
間
が
苦
労
し
て
階

段
を
使
用
し
て
い
る
ほ
か
、
来

庁
者
や
荷
物
の
搬
入
が
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
を
求
め
た
。

　

ま
た
、
保
健
所
職
場
で
は
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
相
談
や
精
神

保
健
福
祉
法
に
基
づ
く
通
報
等

を
24
時
間
受
け
付
け
て
お
り
、

勤
務
時
間
外
は
当
番
制
で
業
務

用
携
帯
を
持
ち
帰
っ
て
い
る
も

の
の
、
通
話
対
応
の
時
間
の
み

超
過
勤
務
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
待
機
時
間
も
含
め
賃
金

を
支
払
う
よ
う
改
善
を
求
め
た
。

保
健
所
の
仲
間
か
ら
、
「
夜
中

に
数
件
、
県
民
か
ら
電
話
が
か

か
っ
て
き
た
が
、
そ
の
後
眠
れ

ず
、
翌
日
は
身
体
が
辛
か
っ

た
」
等
の
実
態
が
報
告
さ
れ
て

お
り
、
早
急
な
改
善
が
必
要
で

あ
る
。

　

石
木
田
所
長
か
ら
は
、
10
月

14
日
ま
で
に
回
答
を
い
た
だ
く

予
定
と
し
た
。

　

な
お
、
花
巻
総
務
セ
ン
タ
ー

で
回
答
で
き
な
い
項
目
に
関
し

て
は
、
10
月
26
日
に
予
定
し
て

い
る
県
南
４
支
部
合
同
交
渉
に

お
い
て
県
南
広
域
振
興
局
長
交

渉
に
要
求
し
て
い
く
。
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秋の味覚を堪能
花巻支部青婦部で交流会を開催

　

９
月
24
日
、
花

巻
市
大
迫
町
の

「
吉
田
ぶ
ど
う

園
」
に
て
交
流
会

を
開
催
し
、
７
人

の
組
合
員
と
そ
の

家
族
が
参
加
し
、

和
気
あ
い
あ
い
、

様
々
な
種
類
の
ぶ

ど
う
を
味
わ
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら

「
た
く
さ
ん
食
べ

た
！
」
「
ぶ
ど
う

狩
り
は
初
め
て
。

ま
た
交
流
会
に
参

加
し
た
い
」
と
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　

交
流
会
で
は
、
花
巻
支
部
の

独
自
要
求
も
共
有
し
、
公
舎
に

冷
房
設
置
を
求
め
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
参
加
家
族
か
ら
「
冷

房
が
な
い
な
ん
て
信
じ
ら
れ
な

い
」
と
驚
き
の
声
が
出
さ
れ
た
。 　

新
型
コ
ロ
ナ
で
自
粛
が
続
き
、

青
婦
部
の
交
流
の
機
会
が
少
な

か
っ
た
が
、
今
回
の
ぶ
ど
う
狩

り
を
き
っ
か
け
に
、
様
々
な
交

流
の
場
を
企
画
し
て
い
き
た
い
。

　

久
慈
支
部
は
10
月
６
日
、
定

期
大
会
を
開
催
し
た
。

　

大
会
で
は
、
定
期
人
事
異
動

後
の
異
動
等
に
よ
る
欠
員
の
早

期
解
消
、
加
入
促
進
へ
の
取
り

組
み
、
職
場
に
応
じ
た
会
計
年

度
任
用
職
員
を
配
置
さ
せ
る
た

め
の
取
り
組
み
な
ど
を
確
認
し

た
。
ま
た
、
組
合
員
の
声
を
局

長
や
経
営
企
画
部
長
に
直
接
届

け
る
こ
と
が
で
き
る
支
部
独
自

交
渉
で
は
、
二
戸
支
部
と
合
同
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

　

盛
岡
支
部
は
９
月
29
日
、
２

０
２
２
年
度
の
支
部
役
員
選
挙

結
果
を
公
示
し
た
。
立
候
補
者

全
員
が
信
任
さ
れ
新
体
制
を
確

立
し
た
。

　

支
部
長
に
は
長
沼
英
友
さ
ん

（
盛
岡
広
域
振
興
局
土
木
部
分

会
）
が
選
出
さ
れ
た
。

役
職
・
氏
名
は
次
の
と
お
り
。

【
盛
岡
支
部
】

支
部
長

長
沼　

英
友
（
土
木
部
）

副
支
部
長

千
葉
美
由
喜
（
盛
岡
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

）

石
舘　

勝
好
（
産
業
技
術
短
期
大
学
校
）

書
記
長

佐
藤　

力
也
（
農
村
整
備
室
）

書
記
次
長

鈴
木　

浩
一
（
県
税
部
）

執
行
委
員

藤
澤　

牧
人
（
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
）

豊
間
根
正
明
（
経
営
企
画
部
・
審
査
指
導
監

）

小
田
嶋
世
房
（
土
木
部
）

遠
藤　

歩
美
（
農
政
部
）

西
澤　

順
史
（
全
国
植
樹
祭
推
進
室
）

藤
澤　

侑
宏
（
県
税
部
）

寺
村　
　

保
（
林
務
部
）

門
脇　

日
和
（
岩
手
県
環
境
保
健
研
究
セ
ン
タ
ー

）

島　
　

晴
香
（
岩
手
県
食
肉
衛
生
検
査
所

）

谷
地
舘　

透
（
畜
産
研
究
所
）

会
計
監
事

藤
澤　

潤
一
（
県
税
部
）

岩
脇
湯
芽
美
（
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
）

盛
岡
支
部
が
22
体
制
を
確
立

支
部
長
に
長
沼
英
友
さ
ん
を
再
選

24
時
間
の
対
応
を
求
め
る
な
ら
、

　
　
自
宅
待
機
も
勤
務
時
間
で
し
ょ
！

花
巻
支
部
で
独
自
要
求
書
提
出
・
交
渉

▲庁舎環境等改善を求め交渉する花巻支部執行部（奥）

▲要求書を手渡す前川花巻支部長（右）

▲ぶどう狩りを楽しんだあと、参加者で記念撮影

▲新潟県村上市の被害家屋での復旧作業のようす

▲欠員解消、加入促進などについて確認した久慈支部定期大会

久
慈
支
部
で
定
期
大
会
を
開
催

組
合
員
に
寄
り
添
う

を

支
部
活
動

で
の
局
長
交
渉
も
提
起
さ
れ
た
。

計
７
本
の
議
案
も
賛
成
多
数
で

採
決
さ
れ
、
最
後
は
多
田
野
支

部
長
の
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

三
唱
で
閉
会
し
た
。

　

久
慈
支
部
は
、
今
後
も
本
部

と
連
携
し
組
合
員
の
声
に
耳
を

傾
け
、
寄
り
添
え
る
よ
う
な
活

動
や
取
組
み
を
進
め
て
い
く
。
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